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委員長 岡﨑ひろみ

かい正康の重点政策

まさ やす

新
社
会
党
市
民
運
動
委
員
長
・
社
民
党
参
議
院
比
例
代
表

予
定
候
補
の
か
い
正
康
さ
ん
の
重
点
政
策
は
５
つ
。そ
の
一
つ
に
憲

法
改
悪
に
反
対
し「
非
武
装
・
中
立
・
非
同
盟
」の
反
戦
・
平
和
政

策
が
あ
り
ま
す
。主
な
主
張
を
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

基地はいらない、
戦争はさせない

①
在
日
米
軍
の
縮
小
・
撤
去
。

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見

直
し
を
し
ま
す
。

②
沖
縄
・
南
西
諸
島
の
軍

事
要
塞
化
・
辺
野
古
新
基
地

建
設
、
埋
め
立
て
に
反
対
し

ま
す
。

③
戦
争
法
、
秘
密
保
護
法
、

経
済
安
保
法
な
ど
違
憲
立
法

の
廃
止
を
求
め
ま
す
。

④
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期

批
准
・
脱
原
発
を
め
ざ
し
ま

す
。

⑤
「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
大
量
虐
殺
）

を
止
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平

和
を
実
現
す
る
た
め
の
日
本

政
府
の
主
体
的
な
外
交
を
求

め
ま
す
。

沖
縄
・
南
西
諸
島
に
止
ま

ら
ず
特
定
港
湾
・
空
港
や
弾

薬
庫
建
設
な
ど
日
本
全
土
の

軍
事
基
地
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、

「
非
武
装
・
中
立
・
非
同
盟
」

の
外
交
努
力
の
徹
底
を
求
め

軍
事
拡
大
に
反
対
し
ま
す
。

生
き
づ
ら
い
社
会
を
変
え
る
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お問い合わせ先週刊新社会を

読みませんか

あ
の
忌
ま
わ
し
い
広
島
、
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
か
ら
79
年
。
ま
た
２
０
１
１
年
３

月
の
福
島
第
一
原
発
の
苛
酷
事
故
か
ら
13

年
。
改
め
て
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、

ナ
ガ
サ
キ
、
ノ
ー
モ
ア
・
フ
ク
シ
マ
」
と

思
い
を
は
せ
、
悲
劇
を
再
び
招
か
な
い
よ

う
、
改
め
て
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
ょ
う
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
戦

術
核
の
脅
し
や
演
習
が
公
然
と
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
米
国
は
バ
イ
デ
ン
政
権
下
、
す

で
に
３
回
の
臨
界
前
核
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
今
こ
そ
世
界
の
人
々
と
共
に
「
核
と

人
類
は
共
存
で
き
な
い
」
と
す
る
原
水
禁

運
動
の
原
点
を
高
く
掲
げ
、
核
禁
止
の
声

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

２
０
１
７
年
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止

条
約
は
、
本
年
１
月
16
日
現
在
、
署
名
国
・

地
域
は
93
、
批
准
国
・
地
域
は
70
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
核
兵
器
の
非
人
道
性
を

体
験
し
た
日
本
は
米
国
の
核
抑
止
力
に
依

存
し
、
未
だ
署
名
も
批
准
も
し
て
い
ま
せ

ん
。
政
治
的
な
立
場
を
超
え
て
、
国
民
の

願
い
は
核
兵
器
の
禁
止
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
日
本
が
一
日
も
早
く
批
准

し
、
核
兵
器
禁
止
の
先
頭
に
立

つ
こ
と
で
す
。

岸
田
政
権
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
に
背
を
向
け
る
だ
け
で
な

く
、
被
爆
（
曝
）
国
日
本
の
原

点
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
福
島
第

一
原
発
の
放
射
能
汚
染
水
の
海

洋
投
棄
、
原
発
の
再
稼
働
、
運

転
期
間
の
延
長
等
、
原
発
推
進

に
舵
を
切
っ
て
い
ま
す
。
危
険

な
流
れ
を
断
ち
切
り
、
平
和
な
暮
ら
し
を

求
め
る
声
を
大
き
く
拡
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
新
社
会
党
は
今
世
界
大
会
に
ご
参
加

の
皆
さ
ん
と
連
帯
し
て
た
た
か
う
こ
と
を

表
明
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
８
月
に
広
島
・
長
崎
へ
の
米
軍
の
原
爆
投
下
が
さ
れ
、
広

島
市
・
長
崎
市
が
作
成
し
て
い
る
「
原
爆
死
没
者
名
簿
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
数
は
、

広
島
32
万
８
９
２
９
名
、
長
崎
18
万
９
１
６
３
人
の
合
計
51

万
８
０
９
２
人
。
（
２
０
２

１
年
８
月
時
点
）
で
す
が
、
こ
の
数
字
は
被
爆
の
後
遺
症
で
亡
く
な
る
方
を
加
え
る
の
で

毎
年
、
そ
の
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
批
准
国
が
増
え
る
一
方
、
戦
術
核
兵
器
の
開
発
と

配
備
が
進
み
、
再
び
核
の
恐
怖
が
再
燃
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
被
爆
国
日
本
が
先
頭
に
立

ち
、
「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
の
声
を
世
界
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
向

け
て
新
社
会
党
は
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
の
で
こ
こ

に
紹
介
し
ま
す
。

被爆
79周年

被
爆
79

周
年

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
寄
せ
て

新
社
会
党
中
央
本
部

執
行
委
員
長

岡
﨑
宏
美

国
際
平
和
拠
点
ひ
ろ
し
ま
・
Ｈ
Ｐ
よ
り

今こそ核兵器禁止条約の署名・批准を


